
農地の有効活用に向けた整備

○米政策改革により、農業構造の改革を図りつつ、需要に的確に対応した米生産と田畑輪換を中心とした持続的な輪作
体系に基づく水田営農の実現や畑地化を進めることが喫緊の政策課題。

○地域関係者が創意工夫と合意のもとに作成する「地域水田農業ビジョン」に即して、排水改良や用排水施設の再編、
客土などの基盤整備を実施し、地域特性に応じた農業経営を実現。

排水不良の水田（イメージ）
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有孔パイプ

湿害の発生した大豆（収量は望めない）

整備後

汎用田に作付けされた大豆

地域特産物 生産推進

汎用田に作付けされたそば

整備後

麦 大豆等生産振興 増進

○各ブロックごとの耕地利用率

食料自給率の向上に寄与

地域特性に応じた農業経営の実現

地域特産物の生産推進麦・大豆等生産振興の増進
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